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木造住宅の伝統的な接合部の性能
－全国データベース化の取り組み－
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伝統的な木造住宅の構法では，柱や土台，梁，桁をつなぐ部分には，釘や金物を使わない接合方法が多く

 

使われています。しかし，現在の釘や金物を使った接合部が実験によって耐力が決められているのに対して，

 

伝統的な接合部の中には強度性能が明らかでないものもあります。したがって，建物の構造計算が必要な場

 

合には新たに実験を行って性能を確認しなければなりません。このような接合部の性能データ不足が伝統的

 

木造住宅の供給の促進を妨げている原因の一つと考えられます。
そこで，伝統的な接合部のうち，どの地域でも使われているような一般的な仕様の接合部の強度試験を実

 

施し，その強度性能値を公開することによって，伝統的木造住宅の設計を円滑に行えるようにするための取

 

り組みが，（財）日本住宅・木材技術センターが中心となって行われました。

 

強度実験は全国の試験機関

 

や大学で行われ，当場でも，下に示すような接合部の試験を実施し，強度性能の評価を行ってきました。

これらの結果をもとに，（財）日本住宅・木材技術センターでは「木造住宅耐力要素データベース」を作

 

成し，平成21年5月から一般公開しています（URLは

 

http://wdb.howtec.or.jp/

 

）。
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